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一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
五
月
一
四
日
か
ら
一
○
月
二
九
日
ま
で
、
イ
ギ

リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
シ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
ブ
ッ
シ
ュ
に
お
い
て
日
英
博
覧
会
が
開
催

さ
れ
た
。
日
英
博
覧
会
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
殆
ど
無
い
。
山
本
光
雄

（

１

）

『
日
本
博
覧
会
史
』
に
若
干
の
解
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
本
書

で
山
本
氏
は
「
本
博
覧
会
は
日
、
英
両
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
国
際
相
互
博
覧

会
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

明
治
政
府
は
一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年
に
東
京
上
野
で
内
国
勧
業
博
覧
会

を
開
催
し
て
以
来
、
国
内
で
全
五
回
の
内
国
勧
業
博
覧
会
を
開
催
し
て
産
業
を

奨
励
す
る
と
と
も
に
、
国
外
で
の
万
国
博
覧
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
東
洋

の
一
小
国
で
あ
る
日
本
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
日
英
博
覧
会
は
内
国

勧
業
博
覧
会
で
も
万
国
博
覧
会
で
も
な
く
、
そ
の
性
格
は
暖
昧
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
の
目
的
は
日
英
博
覧
会
の
開
催
過
程
に
重
点
を
置
い
て
分
析
し
、
問

題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
本
博
覧
会
の
実
態
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

一
九
一
○
年
日
英
博
覧
会
に
つ
い
て

は
じ
め
に

國

雄

行

一

日

本

政

府

の

動

向

日
英
博
覧
会
の
開
催
計
画
は
一
九
○
八
年
一
月
九
日
、
「
日
英
博
覧
会
ノ
計

（

２

）

画
一
一
関
ス
ル
件
」
と
し
て
在
英
の
特
命
全
権
大
使
小
村
寿
太
郎
か
ら
外
務
大
臣

林
董
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
同
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
シ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
ブ
ッ

シ
ュ
で
開
催
さ
れ
る
英
仏
博
覧
会
の
設
備
を
利
用
し
、
そ
の
主
催
者
で
あ
る
博

覧
会
々
社
の
代
表
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が
翌
九
年
に
同
地
で
日
本
博
覧
会
を
開
催
し

よ
う
と
申
し
出
て
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
通

信
に
は
表
題
以
外
に
「
日
英
博
覧
会
」
と
い
う
文
字
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。

文
中
に
は
小
村
が
英
仏
博
覧
会
の
概
略
を
述
べ
た
あ
と
、
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が

「
日
英
両
国
ノ
関
係
一
一
鑑
ミ
、
仏
国
二
於
ケ
ル
ト
同
様
此
種
ノ
博
覧
会
ヲ
開
催

ス
ル
ハ
最
モ
望
マ
シ
」
い
と
、
一
九
○
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
日
本
博
覧
会
を
開

催
す
る
意
向
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が
申
し
出
て
き
た
の

は
「
日
本
博
覧
会
」
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
小
村
は
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が
言
っ
た

「
仏
国
二
於
ケ
ル
ト
同
様
此
種
ノ
博
覧
会
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
日
英
博
覧
会
と

解
釈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
意
図
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

三
月
六
日
、
さ
ら
に
小
村
は
林
に
対
し
参
加
す
る
か
否
か
の
返
事
を
迫
っ
て
お

り
、
当
博
覧
会
開
催
は
「
現
下
ノ
日
英
関
係
上
利
益
多
カ
ル
ヘ
シ
ト
思
考
ス
」

（

３

）

と
申
し
添
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
林
は
以
前
、
渡
英
中
に
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー

か
ら
本
件
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
し
く
、
翌
七
日
に
小
村
に
対
し

第
一
章
開
催
過
程
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「
博
覧
会
ノ
件
ハ
、
本
官
貴
地
在
任
中
、
同
人
ョ
リ
申
込
ミ
シ
コ
ト
ァ
リ
シ
カ
、

当
時
ノ
計
画
ハ
日
本
風
俗
ノ
実
体
ヲ
示
ス
ヲ
目
的
ト
シ
、
博
覧
会
卜
謂
フ
ョ
リ

ハ
寧
口
、
ミ
セ
物
的
ナ
リ
シ
ヲ
、
今
回
ハ
実
際
如
何
ノ
モ
ノ
’
一
ャ
」
と
、
博
覧

（

４

）

会
計
画
の
詳
細
を
報
告
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
要
請
に
対
し
、
小
村

は
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
そ
の
結
果
、
「
今
回
ノ
計
画
ハ
全
ク

従
来
ノ
モ
ノ
ト
異
ナ
リ
、
頗
ル
真
面
目
一
一
シ
テ
彼
ノ
「
ア
ー
ル
ス
コ
ー
ト
』
ノ

類
一
一
ア
ラ
ス
、
又
先
方
ョ
リ
最
初
ノ
申
出
ハ
単
二
日
本
博
覧
会
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ

シ
カ
、
更
一
一
問
合
ダ
ル
’
一
、
若
我
政
府
一
一
於
テ
希
望
セ
ラ
ル
ル
ナ
ラ
ハ
、
日
英

（

５

）

博
覧
会
ト
ナ
ス
コ
ト
モ
出
来
候
へ
シ
」
と
応
え
て
い
る
。
小
村
の
再
確
認
に
よ

り
博
覧
会
の
性
質
が
「
見
世
物
的
」
で
は
な
く
「
真
面
目
」
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が
初
め
企
画
し
た
の
は
「
日
本

博
覧
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
村
は
当
初
か
ら
日

英
博
覧
会
と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
の
後
も
日
本
博
覧
会
で
な
く
日
英
博
覧
会
と

し
て
計
画
は
進
め
ら
れ
た
。

一
九
○
八
年
七
月
一
四
日
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣
が
倒
れ
第
二
次
桂
内
閣
が

成
立
す
る
と
、
外
務
大
臣
は
林
か
ら
、
話
を
持
ち
出
し
て
き
た
小
村
に
交
代
し

た
（
七
月
一
四
日
か
ら
八
月
二
七
日
ま
で
は
陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
の
兼
任
）
。

こ
れ
以
後
、
日
英
博
覧
会
の
開
催
を
目
標
に
経
費
や
開
催
条
件
等
が
調
査
さ
れ

て
い
き
、
そ
の
結
果
、
一
○
月
一
六
日
、
閣
議
で
は
一
九
一
○
年
を
期
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
開
催
の
主
旨
と
し
て
「
帝
国
政
府
ハ
雲
二
日
英

同
盟
ノ
帝
国
外
交
ノ
骨
髄
タ
ル
コ
ト
ヲ
確
認
シ
、
今
後
該
同
盟
ヲ
厳
守
ス
ル
ト

同
時
一
一
益
々
日
英
同
盟
ノ
関
係
ヲ
親
密
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
方
針
ヲ
ト
ル
ヘ
キ
コ
ト

ヲ
決
定
セ
リ
。
然
ル
｜
一
両
国
々
交
ノ
親
善
ヲ
計
ル
｜
一
方
リ
テ
ハ
、
雷
一
一
両
国
政

府
間
ノ
親
交
ヲ
敦
ク
ス
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
セ
ス
、
更
｝
一
進
テ
両
国
々
民
ヲ
シ

テ
事
実
二
於
テ
其
親
睦
ノ
至
情
ヲ
表
彰
セ
シ
メ
以
テ
其
結
合
ヲ
葦
固
ナ
ラ
シ
ム

ル
コ
ト
ヲ
必
要
ナ
リ
ト
ス
。
・
・
・
・
日
英
両
国
一
一
民
間
ノ
親
睦
ヲ
事
実
的
一
一
表
彰

ス
ル
ハ
両
国
々
交
上
必
要
ナ
ル
所
ニ
シ
テ
日
英
博
覧
会
ノ
開
催
ノ
如
キ
ハ
右
ノ

（

６

）

目
的
ヲ
達
ス
ル
為
、
最
適
当
ノ
方
法
卜
認
ム
ル
」
と
記
さ
れ
た
。
「
雲
一
一
日
英

同
盟
ノ
帝
国
外
交
ノ
骨
髄
タ
ル
コ
ト
ヲ
確
認
」
と
は
、
同
年
九
月
二
五
日
、
小

村
の
帰
国
を
ま
っ
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
二
次
桂
内
閣
の
外
交
基
本
方
針
を
指

す
。
こ
の
基
本
方
針
に
則
り
、
政
府
は
日
英
同
盟
厳
守
↓
国
交
の
親
善
↓
両
国

民
の
親
睦
↓
日
英
博
覧
会
開
催
、
と
い
う
図
式
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
小

村
は
イ
ギ
リ
ス
の
博
覧
会
々
社
が
申
し
入
れ
て
き
た
日
本
博
覧
会
計
画
を
日
英

博
覧
会
に
改
め
て
国
交
親
善
の
道
具
に
使
お
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

博
覧
会
開
催
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
後
、
政
府
は
予
算
獲
得
の
た
め
議
会
説
明

に
あ
た
っ
た
。
一
九
○
九
年
三
月
四
日
、
農
商
務
大
臣
大
浦
兼
武
は
第
二
五
回

衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
日
英
博
覧
会
に
つ
い
て
そ
の
計
画
を
述
べ
て
予
算
要

求
す
る
。
「
抑
々
此
計
画
ハ
両
国
間
ノ
通
商
貿
易
ヲ
発
達
セ
シ
ム
ル
ト
同
時
一
一
、

且
和
親
ヲ
深
厚
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
、
頗
ル
適
切
ノ
事
業
一
一
属
ス
ル
モ
ノ
ト
存

ジ
マ
ス
」
と
述
べ
、
対
英
貿
易
に
お
け
る
輸
入
超
過
の
状
況
を
示
し
、
こ
の
原

因
を
「
我
製
品
ノ
価
値
ヲ
英
国
人
一
一
示
ス
ノ
機
会
ガ
乏
シ
イ
カ
ラ
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
日
英
博
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
「
我
貿
易
ノ
発
達

ヲ
助
成
」
し
「
両
国
間
二
従
来
存
在
セ
ル
ト
コ
ロ
ノ
和
親
ノ
関
係
ヲ
愈
々
深
厚

（

７

）

確
実
ナ
ラ
シ
」
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
議
会
説
明
で
は
「
国
交
親
善
」
と
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い
う
日
英
博
覧
会
の
開
催
目
的
に
、
さ
ら
に
「
貿
易
発
展
」
が
加
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
質
問
で
あ
る
が
、
博
覧
会
参
加
を
前
提
と
す
る
も
の
が
大
半
で

あ
り
、
博
覧
会
の
内
容
に
鋭
く
切
り
込
み
開
催
を
反
対
す
る
よ
う
な
も
の
は
な

く
、
．
八
○
万
円
の
予
算
で
は
む
し
ろ
不
足
で
は
な
い
か
」
、
「
英
国
政
府
や

ロ
ン
ド
ン
市
か
ら
は
補
助
金
は
出
な
い
の
か
」
等
の
質
問
が
だ
さ
れ
た
が
、
特

に
紛
糾
せ
ず
に
予
算
案
は
分
科
会
に
回
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月
六
日
の

予
算
委
員
第
五
分
科
会
で
は
「
日
英
博
覧
会
ハ
日
英
ノ
国
交
上
及
産
業
上
共
二

（

８

）

必
要
ノ
コ
ト
ナ
ル
｜
一
依
り
満
場
一
致
ヲ
以
テ
原
案
ノ
マ
マ
可
決
ス
ヘ
シ
」
と
い

う
意
見
が
採
用
さ
れ
、
予
算
案
は
原
案
の
ま
ま
通
過
す
る
に
至
り
、
貴
族
院
で

（

９

）

も
や
は
り
問
題
な
く
通
過
し
た
（
さ
ら
に
第
二
六
議
会
で
は
追
加
予
算
二
八
万

（

出

）

円
が
認
め
ら
れ
た
）
。
同
年
四
月
、
日
英
博
覧
会
総
裁
に
農
商
務
大
臣
大
浦
兼

武
、
副
総
裁
に
松
平
正
直
、
名
誉
総
裁
に
伏
見
宮
貞
愛
が
選
ば
れ
、
日
英
博
覧

会
事
務
局
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
日
英
博
覧
会
規
則
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
五
月
一
五
日
か
ら
副
総
裁
の
松
平
を
中
心
に
民
間
団
体
で
あ
る
日

英
博
覧
会
出
品
協
会
が
設
立
さ
れ
、
東
京
、
横
浜
、
神
戸
、
門
司
に
は
出
張
所

が
置
か
れ
、
近
隣
府
県
の
諸
事
務
を
担
当
し
た
。
ま
た
東
京
、
京
都
、
大
阪
、

神
奈
川
、
兵
庫
、
愛
知
、
静
岡
、
島
根
に
出
品
協
会
と
連
動
す
る
協
会
や
同
盟

会
等
が
設
立
さ
れ
、
出
品
物
の
蒐
集
に
乗
り
出
し
た
。
出
品
協
会
は
出
品
人
を

（

Ⅱ

）

以
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
出
品
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
神

奈
川
県
で
は
県
庁
内
に
日
英
博
覧
会
神
奈
川
県
出
品
協
会
が
組
織
さ
れ
、
名
誉

会
長
に
県
知
事
周
布
公
平
、
顧
問
に
は
横
浜
市
長
の
三
橋
信
方
、
横
浜
商
業
会

議
所
会
頭
の
大
谷
嘉
兵
衛
や
小
野
光
景
、
委
員
長
に
茂
木
保
平
が
就
任
し
た
。

ニ

イ

ギ

リ

ス

側

の

動

向

日
本
政
府
が
博
覧
会
の
開
催
目
的
に
日
英
同
盟
と
国
交
親
善
、
貿
易
発
展
を

強
調
し
、
積
極
的
に
参
加
す
る
の
に
反
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
博
覧
会
を

さ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
慣

例
と
し
て
政
府
が
博
覧
会
を
援
助
す
る
こ
と
は
な
く
、
日
英
博
覧
会
の
計
画
は

日
本
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
の
一
企
業
と
の
契
約
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま

た
、
日
本
政
府
が
こ
の
博
覧
会
に
「
日
英
」
を
強
調
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
特
に
「
日
英
」
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

新
聞
の
初
期
報
道
で
は
日
英
博
覧
会
（
岳
冨
冒
‐
即
旨
吾
團
巨
匡
威
○
邑
）
と
は

報
道
さ
れ
ず
、
同
三
月
二
九
日
付
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
、
四
月
二
四
日
付
の
「
タ

イ
ム
ズ
」
お
よ
び
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ス
ト
」
の
記
事
で
は
、
《
《
岳
冒
邑
①
の
①

国
曽
旨
は
○
員
》
と
な
っ
て
お
り
、
よ
う
や
く
五
月
二
○
日
の
「
デ
イ
リ
ー
テ
レ

グ
ラ
フ
」
か
ら
《
｛
シ
ご
哩
○
‐
営
冒
屋
①
の
①
胃
宮
宜
陸
○
ご
》
》
と
な
り
日
英
の
意
味
が

（

魁

）

で
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
英
博
覧
会
の
報
道
は
「
日
英
博
覧
会
」
で
な
く
「
日

本
博
覧
会
」
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
政
府
と
し
て
は
開
催
主
旨
で
「
日
英
同
盟
」
を
強
調
し
た
以
上
、
イ
ギ

ま
た
、
神
奈
川
県
と
横
浜
市
か
ら
は
協
会
に
対
し
補
助
金
が
交
付
さ
れ
官
民
一

体
と
な
っ
た
出
品
体
制
が
確
立
さ
れ
、
「
協
会
成
立
後
ハ
当
業
者
二
直
接
シ
テ

勧
誘
ス
ル
コ
ト
ハ
專
ラ
協
会
之
一
一
当
り
、
横
浜
市
内
ハ
勿
論
、
津
久
井
郡
、
足

柄
下
郡
、
愛
甲
郡
、
鎌
倉
郡
、
三
浦
郡
等
二
事
務
員
ヲ
特
派
シ
勧
誘
ニ
努
メ
タ
」

（

蛆

）

の
で
あ
っ
た
。
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リ
ス
政
府
の
賛
同
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
政
府
の

反
応
は
鈍
か
っ
た
。
一
九
○
九
年
四
月
七
日
に
在
英
の
特
命
全
権
大
使
加
藤
高

明
が
小
村
に
あ
て
た
報
告
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
相
グ
レ
イ
は
日
英
博
覧

会
に
つ
い
て
「
歓
迎
被
致
居
候
モ
ノ
ト
ハ
見
受
難
ク
、
何
レ
カ
ト
申
セ
バ
寧
口

（

世

）

冷
淡
ナ
ル
態
度
」
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
同
国
議
会
で
の
日
英
博
覧
会
に

（

巧

）

関
す
る
質
問
に
対
し
博
覧
会
々
社
へ
の
援
助
金
支
出
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
加
藤
と
グ
レ
イ
外
相
と
の
二
回
目
の
会
談
の
際
に
、
加
藤
が
「
日
本

政
府
ハ
斯
ク
其
カ
ヲ
尽
シ
ッ
ッ
ァ
ル
ガ
故
一
一
、
英
国
政
府
一
一
於
テ
モ
相
当
ノ
カ

ヲ
致
サ
レ
ン
事
ヲ
希
望
ス
」
と
述
べ
る
と
、
グ
レ
イ
も
「
日
本
政
府
ガ
斯
ク
迄

カ
ヲ
尽
シ
ッ
ッ
ア
レ
バ
当
方
二
於
テ
モ
勿
論
出
来
ル
丈
ノ
協
力
ハ
致
ス
可
シ
・

但
シ
英
国
政
府
ハ
如
斯
企
画
一
一
対
シ
補
助
金
ヲ
与
へ
ダ
ル
先
例
ナ
シ
」
と
述
べ
、

最
後
に
は
「
日
英
同
盟
一
一
対
ス
ル
当
国
人
ノ
「
イ
ン
テ
レ
ス
ト
』
ヲ
維
持
増
進

ス
ル
上
一
一
於
テ
本
博
覧
会
ハ
効
果
ア
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
」
と
態
度
を
和
ら
げ
て
い

（

略

）

る
が
、
補
助
金
は
出
さ
な
い
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

一
九
○
九
年
二
月
一
○
日
、
加
藤
は
ロ
ン
ド
ン
市
長
就
任
の
祝
賀
会
で
ロ

ン
ド
ン
商
業
会
議
所
国
際
博
覧
会
委
員
会
長
の
ア
ル
パ
ー
ト
・
ロ
ー
リ
ッ
ト
に

会
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
ー
リ
ッ
ト
は
日
英
博
覧
会
に
関
し
て
は
「
英
国
側
、
何
ト

ナ
ク
不
人
気
二
付
、
商
業
会
議
所
ヲ
動
カ
シ
テ
政
府
二
迫
り
、
幾
分
ノ
補
助
金

ヲ
出
サ
シ
ム
ル
運
動
ヲ
為
ス
筈
ナ
リ
」
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
博
覧
会
が
「
不
人
気
」

で
あ
る
状
況
を
伝
え
て
お
り
、
そ
こ
で
商
業
会
議
所
に
働
き
か
け
て
政
府
か
ら

補
助
金
を
出
さ
せ
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
加
藤
は
こ
の
話
を
「
出
来

（

Ⅳ

）

ソ

ウ

モ

ナ

キ

コ

ト

」

と

述

べ

て

い

る

。

開

会

の

一

ヶ

月

前

の

四

月

一

七

日

に

な

っ

て

も

、

イ

ギ

リ

ス

国

内

の

日

英

博

覧
会
に
対
す
る
「
冷
淡
」
な
状
況
は
一
向
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
加
藤
か
ら
小

村
に
対
し
「
日
英
博
覧
会
ノ
眼
目
ハ
日
本
部
出
品
ニ
ァ
リ
テ
、
公
衆
ハ
之
レ
ヲ

観
ン
力
為
メ
’
一
来
集
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
英
国
出
品
ノ
如
キ
ハ
其
圧
倒
ヲ
受
ヶ
、

毫
モ
来
場
者
ノ
注
意
ヲ
惹
カ
サ
ル
ベ
シ
ト
ノ
潜
入
的
観
念
ノ
深
ク
英
国
出
品
者

ノ
心
裡
一
一
存
在
シ
」
て
い
る
た
め
「
商
業
者
ノ
見
地
ヨ
リ
利
害
ヲ
打
算
セ
ル
彼

等
ヲ
シ
テ
参
同
二
檮
踏
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
多
キ
ハ
明
白
ノ
事
実
」
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
。
日
本
の
出
品
者
は
日
本
政
府
が
場
所
を
無
料
で
提
供
す
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
出
品
者
は
「
高
価
ナ
ル
面
積
料
ヲ
支
払
」
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
出
品
が
消
極
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の

「
出
品
人
数
ハ
日
本
出
品
ノ
人
数
一
一
比
シ
大
二
遜
色
ア
リ
卜
錐
モ
其
代
り
軍
独

（

略

）

ニ
シ
テ
巨
大
ノ
面
積
ヲ
占
メ
大
仕
掛
ノ
出
品
計
画
ヲ
タ
テ
タ
ル
モ
勘
カ
ラ
ス
」

と
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
出
品
の
み
が
目
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
加
藤
は
イ
ギ
リ
ス

の
出
品
が
消
極
的
で
あ
る
理
由
を
、
日
英
博
覧
会
の
主
眼
が
日
本
出
品
に
あ
る

こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
出
品
が
有
料
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
前
述
の

新
聞
報
道
等
を
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
と
、
日
英
博
覧
会
は
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
み

れ
ば
実
質
的
に
は
日
本
博
覧
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
出
品
し
て
も
有
効
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
品
が
集
ま
ら
な
い
理
由
と
し
て

博
覧
会
々
社
の
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
悪
評
が
あ
る
。

一
九
○
九
年
七
月
一
三
日
、
日
英
博
覧
会
事
務
官
の
陸
奥
広
吉
が
宣
伝
の
た

め
各
新
聞
社
に
記
事
を
掲
載
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
新
聞
社
か
ら
は
歓
迎
さ

れ
な
か
っ
た
事
実
を
報
告
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
陸
奥
は
「
乍
遣
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三

開

催

方

針

の

相

違

と

余

興

一
九
○
九
年
三
月
三
一
日
、
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
と
の
契
約
書
が
調
印
さ
れ
博
覧
会

（

別

）

の
準
備
は
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
両
者
の
博
覧
会
に
対
す
る
目

的
の
違
い
か
ら
大
き
な
棚
酪
を
生
じ
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
は

企
業
主
で
あ
り
日
本
政
府
と
で
は
博
覧
会
に
求
め
る
も
の
が
当
然
違
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
一
九
○
九
年
八
月
二
四
日
、
こ
の
点
を
加
藤
は
「
両
者
ノ
着
眼
点

二
多
大
ノ
径
庭
ア
リ
テ
相
互
ノ
意
志
、
亦
従
ツ
テ
疎
通
ヲ
欠
ク
モ
ノ
ァ
ル
ガ
如

（

蛇

）

ク
被
見
受
候
件
々
有
之
候
」
と
述
べ
、
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
日
本
は

「
帝
国
最
近
長
足
ノ
進
歩
ヲ
表
明
シ
、
各
種
ノ
生
産
ヲ
顕
著
一
一
シ
、
以
テ
同
盟

国
民
ノ
敬
信
ヲ
買
上
、
併
セ
テ
我
通
商
ノ
増
進
ヲ
図
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
」
を

出
品
し
、
「
公
衆
ノ
喝
采
ヲ
博
シ
得
ル
ト
モ
筍
モ
世
界
一
ノ
強
国
ダ
ル
本
邦
ノ

地
位
二
対
シ
、
毫
末
モ
不
釣
合
ナ
リ
ト
ノ
懸
念
ア
ル
モ
ノ
ハ
容
赦
ナ
ク
之
ヲ
排

憾
、
我
博
覧
会
一
一
対
ス
ル
当
国
ノ
人
気
未
タ
其
程
度
ニ
達
セ
ザ
ル
ト
、
開
会
期

前
、
尚
ホ
多
ク
ノ
時
日
」
が
あ
る
こ
と
の
他
に
、
「
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
氏
人
望
問

（
岨
）
題
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
月
一
四
日
に
は
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
の

英
国
内
の
悪
評
に
つ
い
て
同
氏
が
「
身
ヲ
市
井
一
一
起
シ
、
高
等
ノ
教
育
ナ
ク
而

モ
其
辣
腕
ニ
由
り
、
事
業
上
著
大
ノ
成
功
ヲ
博
シ
、
巨
万
ノ
富
ヲ
為
ス
’
一
至
レ

ル
、
同
氏
一
流
ノ
人
二
於
テ
屡
々
見
ル
所
ノ
性
格
ハ
、
往
々
ニ
シ
テ
世
間
ノ
同

（

”

）

情
ヲ
買
ハ
サ
ル
モ
ノ
ァ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
陸
奥
は
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
を
か
ば
っ

て
い
る
が
、
同
氏
の
イ
ギ
リ
ス
内
で
の
悪
評
に
よ
り
出
品
が
進
ま
な
か
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

斥
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
態
度
」
で
臨
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
日
本
の
「
期
ス
ル
所
ハ
純

然
ダ
ル
最
高
等
ノ
美
術
及
商
品
展
覧
会
二
」
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
は
「
我
博
覧
会
ヲ
シ
テ
美
術
館
兼
商
品
陳
列
所
ナ
ル
ト
同
時
一
一
、

一
ノ
大
規
模
ナ
ル
公
衆
娯
楽
場
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
有
之
。
・
・
・
・
ア
ッ
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ス
ヲ
以
テ
博
覧
会
設
計
上
ノ
｜
ノ
大
眼
目
ト
為
シ
」
て
い
る
。
し
か

し
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
「
素
ヨ
リ
単
二
興
業
物
ヲ
指
ス
’
一
ア
ラ
ズ
、

最
モ
広
氾
二
之
ヲ
解
釈
セ
ン
コ
ト
ヲ
主
張
シ
、
日
本
庭
園
ノ
如
キ
最
モ
其
重
要

ナ
ル
モ
ノ
タ
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
に
言
わ
せ
れ
ば
「
要

ス
ル
’
一
博
覧
会
ハ
先
シ
娯
楽
場
ト
シ
テ
観
覧
人
ヲ
誘
招
シ
、
不
知
不
識
ノ
間
、

漸
次
陳
列
品
一
一
対
ス
ル
彼
等
ノ
観
察
研
究
ヲ
馴
致
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う

の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
出
品
物
と
比
肩
し
う
る
最
高
等
の
出
品
物
を
出
品

し
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
と
、
企
業
と
し
て
人
集
め
Ⅱ
入
場
料
収
入
を
当
て
込

み
、
出
品
物
の
質
よ
り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
重
要
視
す
る
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
と
の

博
覧
会
に
対
す
る
姿
勢
の
違
い
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
加
藤
は
「
当
国
経
営
者
ノ
意
見
一
一
左
担
ス
ル
ヲ
以
テ
我
当
初
ノ
目
的

ヲ
達
ス
ル
ノ
道
」
を
取
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
多
少
我
素
志
一
一
反

ス
ル
点
ア
リ
ト
モ
、
之
ヲ
犠
牲
一
一
供
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
。
…
抑
々

右
成
功
ナ
ル
モ
ノ
ハ
具
体
的
一
一
果
シ
テ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
指
ス
カ
ト
云
へ
（
、

同
盟
一
一
貿
易
一
一
関
ス
ル
多
々
ノ
事
由
可
有
之
候
得
共
、
畢
寛
如
此
ハ
将
来
ノ
問

題
一
一
属
シ
差
当
り
其
標
準
ヲ
博
覧
会
来
館
者
ノ
多
寡
一
一
執
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ャ
論
ナ
シ
。
．
・
・
・
如
何
ト
ナ
レ
バ
極
メ
テ
少
数
ノ
有
識
者
ハ
高
尚
真
面
目
ノ
我

出
品
一
一
対
シ
趣
味
ヲ
有
シ
、
之
レ
ガ
観
覧
ヲ
目
的
ト
シ
テ
来
会
ス
ベ
キ
モ
、
稻
々
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ダ
ル
一
般
ノ
公
衆
ハ
右
出
品
ヲ
観
ル
ト
共
一
一
我
庭
園
ヨ
リ
太
神
楽
一
一
至
ル
迄
ノ

諸
種
ノ
ァ
ッ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス
ヲ
楽
マ
ン
ガ
為
メ
’
一
雲
来
ス
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
、

多
数
ノ
観
覧
者
ヲ
集
メ
ン
ト
セ
バ
是
非
共
、
彼
等
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ル
這
般
ノ
設

備
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
・
・
・
・
当
国
ノ
人
心
ハ
、
必
ズ
シ
モ
日
英
同
盟
ノ
為
メ
’
一

我
博
覧
会
ヲ
歓
迎
ス
ル
モ
ノ
’
一
無
之
、
同
会
ガ
衆
望
一
一
振
合
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ

ハ
・
・
・
・
極
東
帝
国
ノ
事
物
ヲ
探
ラ
ン
ト
ノ
観
念
一
一
ア
リ
。
・
・
・
・
若
シ
彼
等
ノ
好

奇
心
一
一
訴
フ
ル
ノ
用
意
充
分
ナ
ル
’
一
於
テ
ハ
、
其
失
意
之
ヲ
逆
賭
ス
ル
ニ
難
カ

ラ
ズ
。
折
角
ノ
開
催
、
其
甲
斐
ナ
ク
空
シ
ク
錆
沈
ノ
状
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
ル
。
。
…

囲
碁
ヲ
制
セ
ン
ト
セ
バ
捨
石
ノ
要
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ノ
譽
二
鑑
ミ
」
て
出

品
に
あ
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
大
浦
兼
武
晨
商
務
大
臣
は
「
加

（

郷

）

藤
大
使
ノ
意
見
ノ
主
旨
ハ
逐
一
諒
承
シ
」
た
と
賛
意
を
あ
ら
わ
し
た
。
博
覧
会

や
博
物
館
の
展
示
業
務
に
携
わ
る
者
は
誰
で
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
突
き
当
た

る
。
展
示
の
評
価
は
、
そ
の
展
示
物
の
内
容
よ
り
も
ど
れ
だ
け
人
を
集
め
た
か
、

す
な
わ
ち
入
場
者
の
数
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
高
尚
な
展
示
物
は

高
尚
ゆ
え
に
難
解
な
場
合
も
あ
り
集
客
能
力
に
乏
し
い
物
も
あ
る
。
二
○
世
紀

も
終
わ
ろ
う
と
す
る
現
在
、
多
く
の
入
場
者
を
期
待
す
る
あ
ま
り
、
展
示
物
の

質
を
落
と
し
、
そ
れ
が
博
覧
会
か
遊
園
地
か
、
博
物
館
か
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
か
判
断
不
能
な
施
設
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
斯
業
に
お
け
る
展
示
技

術
は
明
ら
か
に
進
化
し
て
い
る
が
展
示
内
容
は
退
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
閑
話
休
題
。
分
析
を
進
め
よ
う
。

結
局
、
加
藤
の
弁
が
大
浦
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
出
品
物
中
に
お
け
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
余
興
の
重
要
性
が
増
す
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
余
興
は
魔

開
会
の
期
日
は
五
月
一
二
日
と
定
め
ら
れ
、
盛
大
な
開
会
式
が
挙
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
月
七
日
、
皇
帝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
が
突
如
亡
く

な
る
と
い
う
悲
劇
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
開
会
式
は
当
然
中
止
さ
れ
た
が
、

博
覧
会
は
二
日
遅
れ
の
一
四
日
に
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
想
に
反
し
て
大

盛
況
と
な
っ
た
。
「
タ
イ
ム
ズ
」
は
開
会
し
て
初
め
て
の
日
曜
日
の
状
況
を
左

の
様
に
伝
え
て
い
る
。

弓
｝
届
ご
閏
ず
吋
匙
、
①
ｍ
Ｏ
ｍ
Ｑ
の
ご
詩
吋
画
巨
８
含
○
サ
ゴ
①
』
四
℃
ｍ
己
‐
国
局
詳
尉
苛

国
〆
彦
］
ず
屏
芦
○
国
彦
四
」
計
○
ず
①
巳
○
ｍ
の
こ
き
①
門
口
も
○
局
口
凰
」
尽
合
さ
門
①
の
言
門
口
の
の

ぐ
①
、
↓
①
胃
（
］
ゆ
く
１
房
四
つ
》
四
》
色
ご
Ｑ
」
○
）
。
］
○
○
戸
庁
○
○
画
の
○
丙
サ
ゴ
①
】
旨
、
胃
①
ｍ
の
○
庵
計
彦
①

心

ｔ

ぐ
勗
昌
○
吋
、
、
弓
写
①
○
俺
睦
９
口
厨
Ｑ
①
巳
四
吋
①
ｇ
牙
声
色
含
津
吊
昌
員
ロ
ケ
の
門
○
ｍ
ロ
①
門
切
○
旨
の

》

》

四
・
口
〕
』
ず
庁
の
。
①
の
計
四
ウ
屋
の
き
①
』
四
局
①
○
○
局
Ｑ
》
〕
口
昌
・
○
①
局
含
四
］
己
」
く
ず
壷
①
局
の
三
弓
①
Ｈ
①

術
女
水
芸
、
軽
業
、
太
神
楽
、
女
剣
舞
、
角
兵
衛
獅
子
、
独
楽
廻
し
、
魔
術
飴

細
工
芸
、
美
術
陶
器
製
造
家
、
画
工
、
蒔
絵
師
、
七
宝
職
工
、
縫
箔
女
工
、
提

灯
製
造
職
工
、
金
銀
細
工
職
工
、
造
花
女
工
、
桶
製
造
職
工
、
傘
製
造
職
工
、

大
道
行
商
飴
屋
、
花
売
、
シ
ン
コ
細
工
、
陶
器
画
工
、
岐
阜
の
鵜
飼
い
、
農
民
、

台
湾
生
蕃
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
、
煎
餅
焼
職
工
、
木
彫
職
工
、
山
雀
芸
が
催
さ
れ

（

鯉

）

る
こ
と
と
な
っ
た
。
加
藤
は
「
囲
碁
ヲ
制
セ
ン
ト
セ
バ
捨
石
ノ
要
」
と
い
う
こ

と
で
余
興
を
設
定
し
た
が
、
こ
の
余
興
の
種
目
を
み
れ
ば
、
当
初
、
林
董
外
務

大
臣
が
疑
念
を
も
っ
た
と
お
り
見
世
物
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
強
い
。

第
二
章
開
会
と
景
況
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ぐ
ゆ
騨
昌
○
言
旦
の
旨
叶
ご
①
函
吋
○
口
国
旦
の
、
口
。
言
詳
巨
己
ず
き
の
己
巨
巨
旨
四
の
．
○
芦
①

①
の
ご
胃
昌
四
庁
①
○
冷
詳
ゴ
の
ご
巨
肖
ロ
ゴ
①
局
肖
の
彦
凹
｝
届
寓
目
筥
匡
○
口
》
ゴ
ロ
苛
苛
百
四
台
尉
己
門
○
ゴ
四
す
岸
ぎ

す
の
］
○
国
・
サ
ゴ
の
四
○
叶
巨
四
』
唾
、
宮
門
①
、
自
画
○
巨
函
ご
計
壷
の
ロ
吋
○
ぐ
尉
昌
○
口
閉
○
吋
計
画
①

門
の
崩
吋
の
の
彦
討
ロ
①
ご
寸
○
開
く
尉
詳
○
門
、
』
ｍ
員
〕
巨
○
写
函
局
①
凹
詳
①
吋
含
き
い
ご
詳
夛
ご
画
の
餌
芹

《
ず
の
甸
局
四
国
ｏ
Ｏ
ｌ
ｍ
崗
詳
届
ず
国
閤
彦
］
ず
詳
目
○
員
計
琴
①
局
①
弓
の
局
①
｝
○
ご
ｍ
Ｐ
ｐ
①
ロ
①
、
、
匡

守
さ
①
四
局
牙
の
時
ご
Ｏ
Ｏ
ｐ
Ｏ
ｐ
計
巴
Ｑ
①
計
さ
①
門
①
の
計
四
巨
局
四
国
計
の
四
口
Ｑ
○
四
由
の
ゆ
弓
彦
の

禺
四
些
弓
凹
望
の
四
国
Ｑ
庁
吋
色
討
ロ
言
四
目
の
○
四
門
風
①
Ｑ
再
冒
印
己
と
含
き
○
こ
の
四
口
・
の
含
○
ず
写
①

国
瞬
き
］
ず
詳
昌
Ｏ
Ｐ
印
昌
。
苛
毒
①
の
守
四
巨
ゴ
○
畳
ｑ
①
局
、
雪
詳
ご
］
ロ
四
房
○
門
①
己
○
吋
含
四
Ｈ
冒
○
の
含

（

妬

）

で
門
○
届
目
廿
四
ケ
］
の
Ｑ
画
く
．

和
田
事
務
官
長
の
報
告
に
も
、
同
一
六
日
は
日
曜
日
と
重
な
っ
た
た
め
に
入

場
者
の
数
は
聯
し
く
、
「
混
雑
ヲ
防
ク
為
メ
数
度
正
門
副
門
ヲ
閉
チ
場
内
ハ
肩
摩

穀
撃
シ
売
店
ハ
客
充
満
シ
茶
店
ハ
大
人
ニ
テ
数
千
ノ
客
入
口
二
立
チ
入
店
ス
ル

（

肥

）

ヲ
得
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
と
和
田
の
報
告
を
照
ら
し
合

わ
せ
て
も
当
時
の
盛
況
ぶ
り
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
『
日
英
博
覧
会
出
品
協

会
事
務
報
告
』
に
は
「
博
覧
会
一
一
対
ス
ル
英
国
上
下
ノ
人
気
ハ
頗
ル
良
好
一
一
シ

（

”

）

テ
意
外
ノ
盛
況
ヲ
以
テ
迎
ヘ
ラ
レ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府

や
出
品
者
の
消
極
的
な
態
度
と
は
異
な
り
、
会
場
は
「
意
外
の
盛
況
」
を
呈
し
た
。

順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た
博
覧
会
で
あ
っ
た
が
日
本
政
府
は
手
を
抜
か
ず
、

マ
ス
コ
ミ
を
積
極
的
に
利
用
し
た
。
ま
ず
政
府
は
「
日
英
博
覧
会
ヲ
世
一
一
紹
介

セ
シ
為
メ
各
地
方
新
聞
記
者
団
体
ヲ
順
次
招
待
」
し
た
。
五
月
三
一
日
、
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
等
イ
ギ
リ
ス
北
部
地
方
か
ら
三
六
社
を
、
六

月
一
四
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
東
北
地
方
の
ョ
－
ク
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
、
ス
カ
ー

ポ
ロ
、
バ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
等
か
ら
一
五
社
を
招
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
一
八

日
に
は
日
英
新
聞
記
者
の
会
合
が
開
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
タ
イ
ム
ズ
等
の

有
力
紙
の
記
者
約
二
○
名
、
日
本
か
ら
は
、
国
民
新
聞
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
時

事
新
報
か
ら
数
名
が
出
席
し
、
和
田
事
務
官
長
は
「
日
英
博
覧
会
ノ
成
功
一
一
日

英
新
聞
記
者
諸
氏
ノ
後
援
一
一
俟
ツ
コ
ト
大
ナ
ル
カ
更
一
一
日
英
両
国
間
同
盟
ニ
ョ

リ
世
界
文
明
ノ
最
大
目
的
ヲ
成
就
セ
シ
為
メ
｜
一
充
分
助
力
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望

（

肥

）

ム
」
と
語
っ
た
。
会
場
は
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
ロ
ン
ド
ン
な
の
で
特
に
北
部
に
力

が
入
れ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
宣
伝
が
行
き
届
く
よ
う
に
配
盧
し
た
よ
う
で

あ
る
。そ

れ
で
は
博
覧
会
を
見
学
し
た
人
々
の
感
想
を
見
て
み
よ
う
。
八
月
二
五
日

の
「
日
英
博
覧
会
事
務
局
出
張
所
報
告
書
」
で
は
帰
英
中
の
某
在
日
イ
ギ
リ
ス

領
事
官
の
話
を
載
せ
て
い
る
。

胃
ｍ
も
①
旨
計
時
○
日
巨
庁
○
ｍ
ｍ
計
す
ぎ
①
シ
ご
哩
○
‐
』
四
℃
凹
邑
①
の
①
国
〆
巨
巨
は
○
国

凹
冒
」
サ
ゴ
』
ご
丙
冑
函
○
計
四
ｍ
○
○
・
ｍ
①
口
の
門
口
胃
骨
目
』
己
門
①
、
巴
○
国
．
三
目
と
○
℃
昌
己
］
○
国

営
め
計
写
四
計
』
凹
己
凹
己
の
の
①
壷
四
ぐ
①
』
○
口
の
①
閑
奇
問
四
○
局
』
】
口
四
吋
』
」
］
星
ど
の
崖
》
奇
写
の

国
吋
詳
尉
舌
己
○
ず
Ｐ
冒
討
の
○
言
巴
］
‐
Ｑ
宮
①
．
○
屋
ご
筐
①
の
の
８
廿
毒
①
【
旨
四
ｍ
ｅ
の
色
吾

急
ぎ
旨
ゴ
ー
ご
計
①
吋
能
①
Ｈ
①
の
君
詳
百
日
己
画
ご
く
○
能
す
ぎ
①
国
風
ご
の
ぎ
四
局
局
四
口
、
四
国
①
ご
合
の

四
国
。
ず
ぎ
】
の
己
①
Ｈ
壷
四
℃
の
、
○
○
○
口
ロ
含
め
由
○
局
含
ゴ
①
二
口
届
〕
己
〕
の
ゴ
①
ユ
の
合
画
苛
①
○
届
計
声
①

①
〆
彦
］
ず
詳
弓
壷
旨
毒
四
局
①
、
房
○
口
○
含
○
ご
①
局
も
后
邑
ご
閉
口
房
ず
巨
牙
耳
汽
口
巨
の
サ

ゴ
①
忌
田
ご
田
ロ
ウ
の
局
①
旦
苛
百
ｍ
含
詳
尉
詳
壷
の
』
四
℃
四
国
①
の
①
四
国
Ｑ
ご
○
ず
計
彦
の
国
門
詳
尉
ご

（

羽

）

ぬ
○
○
・
の
弓
壷
」
○
ゴ
ジ
『
』
］
一
ヶ
①
」
○
○
丙
の
旦
四
計
す
ぐ
ぐ
尉
詳
○
吋
の
．

皇
帝
の
死
が
、
た
た
で
さ
え
多
く
な
い
英
国
出
品
に
悪
影
響
を
与
え
た
こ
と
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と
入
場
者
が
日
本
の
出
品
物
に
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
日
本
出
品
は

評
判
が
い
い
。
こ
れ
に
対
し
小
坂
順
造
は
「
日
英
博
覧
会
ハ
日
本
博
覧
会
一
一
シ

テ
日
英
博
覧
会
ニ
ハ
無
之
候
。
出
品
者
、
政
府
ヨ
リ
出
張
員
、
見
物
者
皆
々
不

平
、
得
意
者
ハ
和
田
某
一
人
ノ
ミ
’
一
有
之
可
申
候
。
英
国
側
一
一
ハ
出
品
ナ
シ
、

ス
ク
ナ
ク
ト
モ
出
品
ラ
シ
キ
出
品
ナ
シ
」
と
述
べ
、
出
品
物
は
「
陸
海
軍
省
ノ

（

抑

）

品
少
々
ト
洋
服
屋
ノ
広
告
ノ
人
形
ノ
ミ
」
で
あ
る
と
酷
評
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
出
品
に
つ
い
て
は
開
会
前
か
ら
開
会
後
ま
で
マ
イ
ナ

ス
評
価
が
目
立
つ
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
出
品
物
が
展
示
さ
れ
て
い
た
か
把
握

し
た
い
が
、
管
見
の
限
り
イ
ギ
リ
ス
側
の
出
品
目
録
が
無
い
の
で
、
詳
細
な
出

品
分
析
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
日
英
博
覧
会
出
品
協
会
事
務
報
告
」
に
掲
載

（

釦

）

さ
れ
て
い
る
各
館
の
案
内
に
よ
り
そ
の
概
要
を
左
の
よ
う
に
分
別
し
た
。

日
本
関
係
出
品
は
二
号
館
（
漆
器
、
銅
器
、
陶
磁
器
等
）
、
三
号
館
（
七
宝
、

木
版
画
、
鉄
道
院
出
品
）
、
四
、
五
号
館
（
博
覧
会
々
社
に
よ
る
日
本
式
パ
ノ

ラ
マ
）
、
一
二
号
館
「
歴
史
館
」
、
一
三
号
館
「
織
物
館
」
、
二
三
号
館
「
殖
民

館
」
、
二
四
号
館
「
政
府
館
」
、
三
六
号
館
「
台
湾
喫
茶
店
」
、
四
七
号
館
（
文

部
省
、
山
林
局
出
品
）
、
日
本
庭
園
、
余
興
。

イ
ギ
リ
ス
関
係
出
品
は
七
号
館
「
ホ
ー
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
官
庁

出
品
）
、
八
号
館
（
ロ
ン
ド
ン
市
参
事
会
出
品
）
、
一
四
号
館
（
風
俗
出
品
）
、

一
九
号
館
（
貴
金
属
出
品
）
、
二
八
号
館
（
楽
器
類
）
、
四
八
号
館
（
通
運
部
出

品
）
、
四
九
号
館
「
機
械
館
」
、
五
一
号
館
「
’
一
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
館
」

日
英
関
係
出
品
は
六
号
館
（
日
本
風
景
、
日
露
戦
争
写
真
、
ロ
ン
ド
ン
南
部

鉄
道
出
品
）
、
二
一
号
館
「
富
源
館
」
（
日
本
天
産
物
、
イ
ギ
リ
ス
化
粧
品
等
）
、

二
六
号
館
「
美
術
館
」
。

以
上
、
イ
ギ
リ
ス
展
示
の
み
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
八
館
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
出
品

が
殆
ど
無
い
と
し
た
小
坂
の
指
摘
は
や
や
オ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
目
立
っ

た
出
品
物
と
い
え
ば
七
号
館
「
ホ
ー
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
イ
ギ
リ
ス

海
軍
省
出
品
の
戦
艦
グ
レ
ー
ト
ハ
レ
ー
か
ら
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
に
至
る
ま
で
の

船
形
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
博
覧
会
の
中
心
は
日
本
の
出
品
物
で
あ
り
、

会
場
の
二
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
日
本
庭
園
や
各
種
余
興
に
よ
り
、
博
覧
会
は
さ

ら
に
日
本
的
色
彩
で
染
め
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
と
比
肩

し
う
る
出
品
物
を
展
示
し
た
か
っ
た
事
務
局
員
た
ち
に
は
、
不
服
で
あ
っ
た
こ

れ
ら
の
余
興
は
、
会
場
で
は
大
人
気
で
あ
っ
た
。
特
に
、
相
撲
や
柔
道
、
ア
イ

ヌ
等
に
人
気
は
集
中
し
た
よ
う
で
あ
る
。
図
（
次
頁
）
は
七
月
九
日
の
「
イ
ラ
ス

ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
’
一
ユ
ー
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
日
の
紙
面
に
は
二
頁

に
わ
た
っ
て
博
覧
会
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
左
に
は
相
撲
、
右
に
は

台
湾
原
住
民
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
提
灯
づ
く
り
や
柔
道
、
独
楽
回
し
、
ア
イ
ヌ

人
等
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
紙
面
の
下
部
に
は
。
《
の
昌
訂
四
口
巨
日
房
門
旦

臼
四
℃
画
冒
の
、
①
醇
旨
尻
』
四
口
旦
甸
○
局
日
Ｏ
の
四
口
の
閏
①
８
房
の
①
ｇ
弓
冨
エ
ロ
腎
○
‐

』
色
で
四
口
①
、
①
国
〆
さ
］
ず
』
は
○
口
四
含
め
ず
①
も
①
局
堅
の
団
巨
の
巨
念
写
の
』
四
も
四
画
①
の
①
固
」
『
』
己
四
四
門
含
め

四
国
・
昌
呉
蔚
具
匿
邑
・
四
国
・
呂
○
言
旨
、
号
①
胃
日
①
菩
○
・
具
弓
局
①
の
ご
旨
四

号
①
シ
旨
巨
ｍ
四
目
国
日
日
○
笛
易
吾
○
言
旨
的
屋
諒
闇
耳
尉
匡
ぐ
＆
冒
吾
①
甘

く
筐
侭
①
、
．
“
と
記
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
何
に
興
味
を
も
っ
た
か
が
よ

く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
余
興
は
イ
ギ
リ
ス
国
外
か
ら
も
反
響
を
呼
ん
だ
。
「
日

英
博
覧
会
一
一
於
ケ
ル
日
本
部
ノ
出
品
及
余
興
力
外
国
人
ノ
意
一
一
投
シ
各
地
ノ
新
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間
紙
ニ
依
り
其
各
種
観
察
喧
伝
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
為
メ
大
一
一
各
国
人
ノ
注
意
ヲ
惹

起
シ
日
英
博
覧
会
閉
会
後
、
右
出
品
物
及
余
興
ノ
ー
部
ヲ
廻
送
シ
テ
日
本
博
覧

会
ヲ
開
設
」
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
ベ
ル
リ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
か
ら
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、

（

鋤

）

グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
各
都
市
の
企
業
か
ら
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
余
興

ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
し
ま
う
と
加
藤
の
当
初
の
目
論
見
が
あ
た
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

外
国
で
の
余
興
の
大
人
気
に
反
し
て
日
本
国
内
に
お
け
る
報
道
は
大
変
冷
や

や
か
で
あ
っ
た
。
七
月
七
日
の
「
万
朝
報
』
は
「
日
英
博
の
教
訓
」
と
題
し
て
、

（

銘

）

い
か
に
日
英
博
覧
会
が
失
敗
で
あ
っ
た
か
を
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
イ

ギ
リ
ス
側
の
出
品
に
つ
い
て
「
博
覧
会
の
開
会
せ
ら
る
る
や
、
雲
に
英
仏
博
覧

会
に
競
う
て
出
品
し
た
る
英
国
商
工
業
家
ハ
極
て
冷
淡
の
態
度
に
出
で
、
何
程

の
出
品
を
も
為
さ
ず
、
。
・
・
・
故
に
日
英
博
の
名
あ
り
と
雌
も
、
其
実
ハ
日
本
の

物
品
を
陳
列
し
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
英
国
政
府
及
び
英
国
民
の
同
博
覧
会
に

対
す
る
状
況
を
見
れ
（
、
雲
に
英
仏
博
覧
会
に
対
し
た
る
時
に
比
し
て
甚
だ
し

き
冷
熱
の
差
あ
る
を
示
せ
り
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
客
が
多

い
の
は
相
撲
、
軽
業
、
剣
劇
等
の
余
興
、
つ
ま
り
見
世
物
の
た
め
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
。
失
敗
の
原
因
は
「
英
国
の
国
情
を
知
悉
せ
ず
、
英
国
人
を
視
る
と

猶
米
国
人
を
視
る
が
如
く
、
通
商
上
、
地
勢
上
及
び
其
他
の
点
に
於
て
仏
国
の

英
国
に
対
す
る
と
我
国
の
英
国
に
対
す
る
と
甚
だ
し
き
相
違
あ
る
を
理
解
せ
ず
、

我
商
工
業
家
が
未
だ
英
人
の
称
賛
を
博
す
る
程
度
に
達
せ
ざ
る
を
知
ら
ざ
り
し

が
為
め
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
一
週
間
後
、
『
万
朝
報
』
は
ロ

ン
ド
ン
の
外
国
人
特
約
通
信
員
の
報
告
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
日
本
の
出

（

鈍

）

品
に
よ
り
日
英
博
覧
会
が
成
功
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
七
月

二
○
日
に
は
「
日
英
博
の
大
失
敗
」
と
題
し
て
「
渡
英
中
な
る
某
官
吏
よ
り
文

部
省
に
達
せ
る
報
告
に
よ
れ
パ
、
日
英
博
ハ
意
想
外
の
大
失
敗
に
て
、
各
種
の

計
画
全
く
外
人
の
趣
興
背
反
し
た
る
た
め
其
注
意
を
惹
く
に
至
ら
ず
、
入
場
者

極
め
て
少
数
に
し
て
出
品
者
の
不
平
、
関
係
者
の
失
望
其
極
に
達
せ
り
」
と
伝

（

妬

）

え
て
い
る
。
ま
た
同
紙
は
「
日
英
博
の
解
明
」
と
題
し
て
大
浦
農
相
の
話
を
載

（

蹄

）

せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
浦
は
九
月
三
日
に
日
英
博
覧
会
の
非
難
に
対
し

弁
明
を
試
み
た
が
、
そ
こ
で
大
浦
は
博
覧
会
の
「
成
功
不
成
功
は
閉
会
後
貿
易

の
増
進
如
何
に
よ
り
て
判
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
・
・
・
・
日
英
博
に
対
す
る
欧
米

各
新
聞
が
一
様
に
日
本
の
成
功
を
唱
へ
居
る
の
に
反
し
て
、
内
地
新
紙
が
非
難

の
声
を
発
す
る
は
頗
る
心
外
に
堪
へ
ず
、
そ
の
結
果
は
求
め
て
自
国
の
名
誉
を

段
損
す
る
も
の
と
は
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

万
朝
報
は
日
英
博
覧
会
が
失
敗
で
あ
り
そ
の
実
体
が
日
本
博
覧
会
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
見
世
物
の
た
め
観
客
が
多
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
方
、
外
国
人
特
派
員
の
通
信
で
は
博
覧
会
は
成
功
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
日
本
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
見
世
物
中
心
の
日
本
博
覧
会
で
、

イ
ギ
リ
ス
と
肩
を
並
べ
た
い
日
本
人
と
し
て
は
甚
だ
不
本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
外
国
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
博
覧
会
は
極
東
の
小
国
日
本
の
展
覧

会
と
い
う
こ
と
で
珍
し
く
、
人
も
集
ま
り
、
成
功
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
内
外
で
様
々
な
批
評
を
受
け
た
日
英
博
覧
会
は
一
○
月
二
九
日
、
無
事
幕

を
閉
じ
た
。
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一

会

場

の

景

況

開
会
中
か
ら
国
内
の
新
聞
等
で
は
失
敗
と
報
道
さ
れ
た
日
英
博
覧
会
で
あ
つ

（

説

）

た
が
、
一
六
九
日
の
会
期
中
、
入
場
者
数
は
八
三
五
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
ち
な

み
に
一
九
○
八
年
の
英
仏
博
覧
会
の
入
場
者
は
約
八
五
○
万
人
、
会
期
は
一
七

一
日
と
日
英
博
覧
会
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
入
場
者
数
に
関
し
て
は
同
等
と
言
え

（
銘
）
る
。
一
方
、
一
九
○
三
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の

（

調

）

入
場
者
は
約
四
三
五
万
人
、
会
期
は
一
五
三
日
で
あ
る
。
一
九
○
七
年
の
東
京

（

杣

）

勧
業
博
覧
会
が
約
六
百
八
○
人
、
会
期
一
三
四
日
で
あ
り
、
日
英
博
覧
会
は
国

内
外
の
博
覧
会
と
比
較
し
て
も
入
場
者
数
は
決
し
て
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
博
覧
会
閉
会
後
も
国
内
で
の
日
英
博
覧
会
の
評
判
は
悪
か
っ
た
。
例

え
ば
原
敬
は
二
月
二
八
日
に
「
日
英
博
覧
会
は
全
く
小
村
が
山
師
者
の
キ
ラ

ル
フ
ィ
ー
に
欺
か
れ
て
見
世
物
興
行
を
な
し
た
る
も
の
に
て
英
国
政
府
の
如
き

は
毫
も
関
係
せ
ざ
し
り
由
な
り
、
日
英
国
交
上
の
必
要
の
如
く
議
会
に
説
き
た

（

虹

）

る
当
局
者
こ
そ
国
民
を
欺
き
た
る
も
の
な
り
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

明
治
四
四
年
一
月
二
四
日
、
小
村
は
第
二
七
帝
国
議
会
で
外
交
の
経
過
に
つ

（

蛇

）

い
て
演
説
し
た
。
「
昨
年
倫
敦
二
開
催
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
ル
日
英
博
覧
会
ハ
、
英

国
皇
室
竝
一
一
同
国
朝
野
ノ
最
モ
深
厚
ナ
ル
庇
護
同
情
ノ
下
一
一
、
遺
憾
ナ
ク
其
目

的
ヲ
遂
ゲ
マ
シ
テ
、
我
同
盟
国
々
民
ノ
多
数
ハ
該
博
覧
会
一
一
就
キ
マ
シ
テ
、
親

シ
ク
我
帝
国
文
化
ノ
真
相
卜
、
深
源
ヲ
知
悉
シ
マ
シ
テ
、
大
一
一
両
国
々
民
ノ
親

第
三
章
閉
会
と
評
価

睦
一
一
資
ス
ル
ト
コ
ロ
ガ
ァ
ッ
タ
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
而
シ
テ
該
博
覧
会
ガ
通

商
上
二
及
ボ
シ
タ
ル
影
響
一
一
至
リ
マ
シ
テ
ハ
、
其
日
英
貿
易
将
来
ノ
発
展
二
貝

献
ス
ル
ト
コ
ロ
大
ナ
ル
ベ
キ
コ
ト
ハ
、
本
大
臣
ノ
信
ジ
テ
疑
ハ
ヌ
ト
コ
ロ
デ
ゴ

ザ
イ
マ
ス
」
と
自
画
自
賛
し
た
。
こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
に
五
ヶ
月
間
滞
在
し

て
日
英
博
覧
会
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
立
憲
国
民
党
の
蔵
原
惟
郭
は
反
駁
す
る
。

「
日
英
博
覧
会
ノ
実
況
ハ
、
実
一
一
惨
惜
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
例
へ
（
英
国

政
府
ガ
出
品
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ハ
其
出
品
ハ
教
育
部
一
一
関
ス
ル
コ
ト
ト
、
海
陸
軍

一
一
関
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ガ
ー
小
部
分
デ
ア
ル
」
と
イ
ギ
リ
ス
出
品
の
少
な
さ

を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
主
催
者
で
あ
る
博
覧
会
々
社
の
代
表
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
を

「
悪
評
判
ノ
ァ
ル
興
行
師
」
と
し
、
英
国
実
業
界
で
の
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
悪
評

判
、
キ
ラ
ル
フ
ィ
ー
が
主
催
し
た
英
仏
博
覧
会
で
は
一
八
○
件
以
上
の
訴
訟
が

出
さ
れ
た
事
実
、
展
示
上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を
あ
げ
、
政
府
が
こ
の
よ
う
な
人
物

と
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
攻
撃
し
た
。
さ
ら
に
「
此
博
覧
会
ハ
即
チ
興
行
ノ
博

覧
会
デ
ァ
ッ
テ
、
見
世
物
ノ
数
ハ
実
一
一
無
数
デ
ァ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
而
シ
テ

其
見
世
物
ハ
殊
二
角
力
卜
台
湾
ノ
生
蕃
ト
、
北
海
道
ノ
即
チ
「
ア
イ
ヌ
』
デ
ス
、

ソ
レ
ト
台
湾
ノ
喫
茶
店
、
此
四
ツ
ノ
モ
ノ
ガ
実
二
呼
物
デ
ア
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
、

而
シ
テ
生
蕃
若
ク
、
（
「
ア
イ
ヌ
」
ノ
問
題
二
付
テ
ハ
英
国
ノ
人
道
者
ハ
何
故
一
一

此
ノ
如
キ
オ
ト
ナ
シ
イ
『
ア
イ
ヌ
」
ヲ
此
博
覧
会
一
一
十
銭
、
二
十
銭
ノ
入
場
料

ヲ
取
ツ
タ
ノ
デ
ァ
ル
カ
、
英
国
ノ
上
流
婦
人
ハ
泣
イ
テ
私
一
一
其
不
当
ヲ
訴
へ
タ

ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
」
と
述
べ
「
人
道
上
一
一
於
ケ
ル
大
失
態
」
と
糾
弾
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
「
此
博
覧
会
ヲ
シ
テ
、
日
本
一
一
対
ス
ル
尊
敬
ノ
念
ヲ
沮
喪
冷
化
セ
シ

メ
タ
事
実
ガ
ァ
ル
ノ
デ
ァ
ル
、
此
博
覧
会
ノ
ー
大
失
態
、
日
英
間
ノ
情
交
ヲ
冷

－75－



却
ヲ
セ
シ
メ
タ
ト
コ
ロ
ノ
事
実
ガ
ァ
ッ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
答
弁
と
し
て
大
浦
兼
武
農
商
務
大
臣
は
「
日
英
博
覧
会
二
付
キ
マ
シ
テ

ハ
、
善
悪
共
一
一
評
判
ノ
ア
ッ
タ
コ
ト
ハ
、
諸
君
御
承
知
ノ
通
リ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

ソ
レ
ハ
ャ
ハ
リ
世
人
ノ
鑑
定
二
任
セ
ル
ト
、
私
ハ
当
初
決
心
シ
テ
居
ツ
タ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
・
・
・
・
日
英
博
覧
会
ノ
成
功
不
成
功
ハ
此
博
覧
会
ヲ
開
イ
タ
後
二
我

邦
貿
易
ガ
如
何
二
発
展
ス
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
即
チ
成
功
不
成
功
ノ
岐
ル
ル
ト

コ
ロ
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
で
は
ち
な
み
に
一
九
一
○
年
前
後
の
対
英
貿

易
状
況
を
み
て
み
よ
う
（
表
参
照
）
。
大
浦
は
博
覧
会
の
開
催
主
旨
と
し
て
対

対英輸出入額表

輸出額(A) 輸入額(B) 収支(AB)

13,039,401円

22,553,409

22,443,305

25,521,404

27,092,677

25,781,364

23,824,065

29,791,898

32,869,657

33,086,274

68,494,011

102,657,565

202,646,125

115,380,101円

101,311,362

116,245,070

107,794,569

86,227,750

94,700,911

111,156,758

116,146,973

122,736,970

92,302,307

58,084,368

81,732,097

63,304,384

-102,340,700円

78,757,953

-93,801,765

-82,273,165

-59,135,073

-68,919,547

-87,332,693

-86,355,075

89,867,313

－59,216,033

10,409,643

20,925,468

139,341,741

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

９１

|Ⅱ
出典： 『日本貿易精覧」（東洋経済新報社、1935年）より作成

英
貿
易
の
入
超
を
強
調
し
て
い
た
が
、
輸
出
が
輸
入
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
の

は
、
よ
う
や
く
一
九
一
五
年
で
あ
る
。
日
英
博
覧
会
開
催
年
の
一
九
一
○
年
か

ら
は
貿
易
収
支
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
お
り
、
輸
入
額
も
微
増
し
て
い
る
。
一
五

年
か
ら
急
に
出
超
に
転
じ
る
の
は
多
く
の
説
明
を
要
し
な
い
。
第
一
次
世
界
大

戦
の
た
め
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
大
浦
の
言
う
よ
う
な
効
果
は
貿
易
額
に
は
表

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
博
覧
会
の
効
果
が
数
字
に
な
っ
て
表
れ
る
こ
と
を
実
証

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
博
覧
会
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
一
八
五
一
年
の
ロ
ン

ド
ン
万
国
博
覧
会
も
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る

（
岨
）
が
、
そ
の
経
済
効
果
が
ど
の
よ
う
な
数
字
に
な
っ
て
表
れ
た
の
か
測
定
す
る
こ

と
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
博
覧
会
の
長
期
的
経
済
効
果
は
数
字
で
測
る
も
の
な

の
で
は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

二

、

出

品

物

の

売

れ

行

き

と

出

品

協

会

博
覧
会
の
成
否
を
は
か
る
重
要
事
項
の
一
つ
は
出
品
物
の
売
れ
行
き
で
あ
る
。

出
品
協
会
は
会
場
内
に
売
店
を
一
二
カ
所
設
置
し
販
売
に
あ
た
っ
た
。
販
売
は

入
場
者
数
に
応
じ
て
開
会
当
初
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、
七
月
に
入
る
と
避
暑
シ
ー

ズ
ン
の
た
め
入
場
者
は
一
時
減
少
し
「
八
月
一
一
入
ル
モ
依
然
不
況
ノ
形
勢
ヲ
続

ケ
、
殊
一
一
九
月
下
旬
ヨ
リ
頓
二
寒
気
ヲ
加
へ
秋
風
落
葉
ヲ
飛
ハ
ス
’
一
至
り
会
場

内
ハ
頗
ル
請
条
索
漠
ダ
ル
光
景
ヲ
呈
シ
、
夜
間
ノ
如
キ
ハ
殊
一
一
人
影
稀
疎
ニ
シ

テ
全
ク
悲
運
ノ
底
二
降
下
シ
」
し
た
が
一
○
月
に
入
る
と
再
び
好
況
を
取
り
戻

し
た
。
販
売
成
績
は
出
品
総
額
九
万
三
千
九
百
一
ポ
ン
ド
に
対
し
、
販
売
金
額

二
万
一
千
五
百
八
八
ポ
ン
ド
、
販
売
率
二
二
、
九
％
で
あ
っ
た
。
販
売
予
想
額

－76－



が
一
万
五
千
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
良
い
成
績
を
あ
げ
た

こ
と
に
な
る
。
出
品
物
の
な
か
で
最
も
出
品
額
（
売
価
額
）
の
多
か
っ
た
の
は

金
属
製
品
で
あ
り
、
以
下
、
漆
器
、
陶
磁
器
、
象
牙
鼈
甲
細
工
、
刺
繍
、
七
宝
、

家
具
木
製
品
、
絹
製
染
織
物
、
綿
毛
麻
染
織
物
と
つ
づ
く
。
最
も
売
り
上
げ
の

あ
っ
た
も
の
は
順
に
刺
繍
、
陶
磁
器
、
象
牙
鼈
甲
細
工
、
漆
器
、
金
属
製
品
、

家
具
木
製
品
、
絹
製
染
織
物
、
綿
毛
麻
染
織
物
で
あ
る
。
販
売
効
率
の
よ
か
っ

た
も
の
は
順
に
花
筵
（
一
○
○
％
）
、
椴
通
（
八
八
、
七
％
）
、
刺
繍
（
四
七
、

五
％
）
、
杷
柳
竹
蔓
細
工
（
三
八
、
六
％
）
、
綿
毛
麻
染
織
物
（
三
六
、
二
％
）
、

糸
組
編
物
携
帯
品
装
飾
（
三
五
％
）
、
玩
具
押
絵
（
三
四
、
四
％
）
、
陶
磁
器

（

“

）

（
三
三
％
）
、
紙
製
品
（
三
二
％
）
で
あ
っ
た
。
金
属
製
品
と
は
銀
製
、
銅
製
の

置
物
や
花
瓶
等
で
あ
る
が
、
出
品
額
の
大
き
い
割
に
は
売
れ
行
き
は
よ
く
な
か
っ

た
。
ま
た
、
明
治
初
年
か
ら
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
販
売
戦
略
と
し
て
は
、
工

芸
品
等
、
手
先
の
器
用
な
日
本
人
の
特
徴
を
生
か
し
た
も
の
を
出
品
す
る
の
が

通
例
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
出
品
構
成
が
明
治
前
期
と
異
な
る
こ
と
は
、

綿
製
品
を
多
く
出
品
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
売
れ
行
き
も
好
調
で
あ
っ
た
。

出
品
協
会
の
活
動
は
、
博
覧
会
終
了
と
同
時
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
神
奈
川
県
出
品
協
会
で
は
一
九
二
年
四
月
一
六
日
、
日
英
博

（

媚

）

覧
会
の
反
省
会
と
も
言
う
べ
く
、
報
告
会
を
尋
常
横
浜
小
学
校
で
開
い
た
。
協

会
は
一
九
一
○
年
二
月
、
会
場
に
渡
英
総
代
と
副
総
代
を
送
り
込
ん
で
い
た
。

総
代
に
は
宮
川
半
之
助
が
、
副
総
代
に
は
椎
野
定
が
着
任
し
て
お
り
、
二
年

一
月
に
宮
川
が
四
月
に
椎
野
が
帰
国
す
る
に
及
び
、
当
会
は
開
催
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
①
日
英
博
覧
会
に
於
け
る
本
県
出
品
物
と
他
府
県
の
そ
れ
と
の
比
較
、

②
物
品
販
売
店
の
状
況
、
③
本
館
出
品
の
装
飾
等
が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
出
品

物
の
他
府
県
と
の
比
較
に
は
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
当

県
の
、
「
木
製
彫
刻
家
具
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
少
シ
ク
英
人
ノ
嗜
好
一
一
迎
合
ス

ヘ
キ
改
良
ヲ
施
サ
ン
’
一
ハ
、
将
来
有
望
ナ
ル
貿
易
品
ト
シ
テ
予
想
ス
ル
事
ヲ
得

へ
シ
ト
錐
モ
、
現
在
ノ
状
態
一
一
シ
テ
俊
ム
ル
所
ナ
ク
ン
ハ
、
単
一
一
英
人
ヲ
以
テ

顧
客
ト
ス
ル
事
ヲ
得
サ
ル
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
東
京
及
上
大
阪
ノ

ソ
レ
等
二
勝
し
り
、
即
チ
外
観
一
一
於
テ
梢
勝
レ
タ
ル
点
ア
ル
ヲ
見
ル
モ
塗
料
ヲ

用
フ
ル
事
ノ
不
注
意
卜
、
木
材
ヲ
接
続
ス
ル
方
法
ノ
不
完
全
ト
ハ
其
声
価
ヲ
傷

ク
ル
事
多
大
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
陶
磁
器
製
品
」
に

つ
い
て
は
「
装
飾
品
卜
実
用
品
ト
ノ
間
一
一
ハ
ノ
売
行
上
著
ル
シ
キ
差
違
ア
リ
、

殊
一
一
今
回
出
品
セ
ラ
レ
タ
ル
本
県
出
品
物
ノ
殆
ン
卜
全
部
ハ
、
獺
酒
一
一
シ
テ
且

ッ
淡
白
ナ
ル
絵
付
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
多
ク
、
而
シ
テ
ソ
ハ
英
人
少
ク
ト
モ
該
博
覧

会
ヲ
観
覧
セ
ル
英
人
ノ
希
望
ヲ
満
タ
ス
｜
一
充
分
ナ
ラ
ス
ト
考
フ
」
と
し
「
石
川

県
出
品
物
ハ
、
比
較
的
英
人
ノ
嗜
好
二
投
セ
ル
モ
ノ
ト
ミ
ル
モ
誤
チ
ナ
カ
ラ
カ

ン
カ
」
と
し
て
い
る
。
以
下
、
レ
ー
ス
や
日
本
服
、
羽
二
重
、
鼈
甲
細
工
、
七

宝
等
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
評
判
と
他
府
県
と
の
比
較
を
行
い
、
最
後
に

「
以
上
ハ
素
ョ
リ
日
英
博
覧
会
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
繧
述
セ
シ
モ
ノ
｜
一
過
キ
サ
レ
ハ
、

以
テ
直
一
二
般
の
趨
向
ヲ
ト
ス
可
ラ
サ
ル
ハ
論
ヲ
族
タ
ス
」
と
報
告
を
ま
と
め

て
い
る
。

政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
は
政
府
攻
撃
の
材
料
を
探
す
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
出
品
者
た
ち
の
地
道
な
行
動
を
評
価
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
博
覧
会
の
最
も
重
要
な
部
分
は
出
品
者
が
自
他
の
出
品
物
を
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小
村
寿
太
郎
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
日
英
国
交
親
善
と
貿
易
発
展
を
目
的
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
英
博
覧
会
は
、
財
政
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
二

百
万
を
投
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
政
府
が
開
催
目
的
に
日
英
関
係
を

強
調
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
博
覧
会
に
は
直
接
関
与

し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
日
英
博
覧
会
と
い
っ
て
も
主
催
者
は
日
本
政
府
と
イ

ギ
リ
ス
の
博
覧
会
々
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
英
博
覧
会
は
そ
の
名
に
「
日
英
」

を
冠
し
て
は
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
出
品
物
は
少
な
く
、
入
場
者
を
惹
き
つ
け
た

の
は
日
本
の
出
品
物
、
余
興
で
あ
り
、
入
場
者
の
目
に
は
日
本
博
覧
会
に
映
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
見
世
物
興
行
が
注
目
を
浴
び
た
た
め
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
人
気
が
出
た
が
、
日
本
国
内
で
は
こ
れ
が
批
判
の
対
象
と
な
り
、
そ

の
陰
で
地
道
に
活
動
し
て
い
た
出
品
協
会
が
マ
ス
コ
ミ
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
出
品
協
会
に
よ
っ
て
は
会
終
了
後
も
反
省
会
を
開
き
、
今
後
の
対

策
を
講
じ
、
商
品
改
良
に
勤
し
む
団
体
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
英
博
覧
会
に

お
け
る
日
本
か
ら
の
出
品
物
は
五
万
四
千
七
百
余
点
、
出
品
者
総
数
一
千
百
二

比
較
し
、
そ
の
優
劣
を
認
識
し
て
出
品
物
を
さ
ら
に
改
良
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

あ
る
。
神
奈
川
県
出
品
協
会
が
日
英
博
覧
会
に
お
い
て
出
品
物
を
他
府
県
と
比

較
検
討
し
イ
ギ
リ
ス
人
の
嗜
好
等
を
調
査
分
析
し
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な

こ
と
で
あ
る
。
商
品
開
発
、
改
良
に
お
い
て
市
場
調
査
、
商
品
の
比
較
検
討
は

最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

（

妬

）

六
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
一
九
○
○
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
日
本
の
出
品

（

柳

）

物
は
二
万
六
千
四
百
六
○
点
、
出
品
者
総
数
が
一
千
三
百
八
四
人
）
と
比
較
し

て
も
、
か
な
り
多
数
の
出
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
博
覧
会
は
、
名
こ
そ
日
英
博
覧
会
で
は
あ
る
が
、
実
質
は
日

本
博
覧
会
で
あ
り
、
見
世
物
興
行
ば
か
り
が
目
立
っ
た
が
、
出
品
協
会
の
活
動

等
に
よ
り
日
本
産
品
も
数
多
く
出
品
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
見
世
物
興
行
ば

か
り
に
目
を
取
ら
れ
れ
ば
、
お
粗
末
な
催
し
と
い
う
評
価
も
で
き
よ
う
が
、
見

世
物
に
よ
り
多
数
の
入
場
者
を
集
め
、
日
本
産
品
を
宣
伝
し
、
こ
の
入
場
者
が

販
売
額
に
貢
献
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
博
覧
会
が
日
英
国
交
親
善
に
貢
献

し
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
が
叩
く
ほ
ど
悲
惨
な
博
覧
会
で
は
な

く
、
出
品
者
レ
ベ
ル
で
は
実
り
の
多
い
博
覧
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
註
）

（
１
）
山
本
光
雄
「
日
本
博
覧
会
史
』
一
九
七
三
年
、
理
想
社
。

（
２
）
「
英
京
倫
敦
開
催
英
仏
博
覧
会
ノ
設
備
ヲ
利
用
シ
同
所
一
一
日
英
博
覧
会
開
催
計
画

一
一
関
シ
稟
申
ノ
件
」
〔
『
明
治
四
十
一
年
英
京
倫
敦
二
於
テ
日
英
博
覧
会
開
設
一
件
』

一
（
外
務
省
外
交
史
料
館
『
外
務
省
記
録
』
）
〕
・
以
下
『
開
設
一
件
』
と
略
す
。

（
３
）
「
日
英
博
覧
会
一
一
関
シ
意
見
照
会
ノ
件
」
（
同
右
）
。

（
４
）
「
日
英
博
覧
会
計
画
ノ
内
容
確
認
一
一
関
シ
訓
令
ノ
件
」
（
同
右
）
。

（
５
）
「
日
英
博
覧
会
二
関
シ
回
答
ノ
件
」
（
同
右
）
。
ア
ー
ル
ス
コ
ー
ト
の
類
と
は
、
小

村
報
告
に
よ
れ
ば
当
時
ア
ー
ル
ズ
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
各
国
博
覧
会
で
、
営
利

目

的

だ

っ

た

と

い

う

。
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(
<
D
)
「
田
榔
睦
細
4M濫
稲
細
直
'lm>､睡
瀧
寵
個
柵
､」
（
匡
押
)｡

(に
-）
「
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＋
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Ⅲ
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画
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狐
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迷
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狐
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縦
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叫
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縦
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（
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i
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